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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、病院、医療の最前線における情報通信技術（ICT）の活用の代表として、無線

LAN のベッドサイドカルテ参照、医療画像・検査機器接続、患者サービスなどの多岐にわ

たる利用環境における接続性、通信誤り、情報セキュリティなどの観点からの高信頼化に

必要な方式の考案とその性能解析に関する研究をまとめたものである。 

 本論文は、病院環境における無線 LAN の高信頼化を３つの視点でまとめている。第一で

は、無線 LAN が多用されている病院環境における問題点を解析し、診療、病院事務、患者

利用の異なるサービスのトラヒックを解析し、モデル化することで多様な利用環境を模擬

するシミュレータを構築している。第二には、特に、異なるサービスに対する優先制御を

導入した CSMA/CA の MAC 層プロトコルの導入を検討し、通信品質などの工学的な性能

ばかりでなく医師ならではの観点からみた医学における性能解析を行っている。第三には、

消費電力、医療機器や人体に対する電波の侵襲性を軽減することを目的とした短距離のマ

ルチホップリレー方式を考案し、性能解析している。 

医師として、大学病院の医療情報部長として、実際の病院環境における問題に注目し、
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現実に導入されている情報通信機器としての無線LANの利用環境や制御における高信頼化

に貢献する成果を得ている。 

以上のように、本研究は医師の視点から病院環境における無線 LAN の安全、高信頼かつ

高効率な活用における実際の病院環境での問題を解決し、トラヒック制御の最適化の理論

を導出し、実環環境への適用に貢献している。医療、産業の両面で価値が高い成果を上げ、

これに続く今後の研究開発が期待される。これらの一連の研究成果は、学会論文誌、国際

会議などに既に発表され評価を得ており、本論文は博士（工学）の学位論文として十分な

価値を有するものと認められる。 

 

 


